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第２編 和洋女子大学 第１部 大学 第５章 研究（和洋女子大学研究倫理規程） 

 

 

○和洋女子大学研究倫理規程 

  

グローバル化した社会において学術研究が先端化・高度化・多様化・細分化する今日、大 

学における学術研究の社会的役割も複雑化し、その影響は研究成果のみならず研究活動すべ 

ての過程における行為によって広範囲に及ぶ。大学は教育研究を通して社会に広く貢献する 

ことを使命とするが、研究の諸過程における行為及びその成果は負の影響も持ちうることに 

深く思いを致す必要がある。学術研究の推進には学問の自由及び研究者等の自治が保障され 

ねばならないが、社会の負託に応え、自律的に社会への責任を果たしていくためには、高度 

な倫理性も要請される。本学の学術研究が研究者等の学問的良心に恥じることなく適正かつ 

公正に遂行され、持続的に社会的信頼を得ることを目的として、本学において研究に携わる 

者が常に自覚し、遵守すべき規範として研究倫理規程を定める。 

（目的） 

第１条 和洋女子大学（大学院を含む。以下、「本学」という。）の学術研究の信頼性と公正 

性を確保することを目的とする。 

（研究の基本） 

第２条 本学は、学術研究の自由に基づき、真理の探究と課題解明に努め、教育・研究機関 

として社会の発展に貢献する。 

（定義） 

第３条 本研究倫理規程における研究者等とは、本学に所属する教職員（非常勤を含む）の 

ほか、大学生、大学院生・研究生及び研究員等、本学の施設や設備を利用して研究活動に 

関わるすべての者を指す。 

（研究者等の責務及び行動規範） 

第４条 研究者等は、学術研究が社会からの信頼と負託の上に成り立っていることを自覚 

し、自らの良心と信念に従って誠実に研究を遂行し、不当な圧力によって研究成果の客観 

性を歪めることがあってはならない。 

２ 研究者等は、生命の尊厳を重んじ、基本的人権を尊重して差別や偏見の無い態度を維持 

しなければならない。 

３ 研究者等は、国際的に認められた規範、規約及び条約等、国内の法令、各学会等の倫理 

規程及び本学の諸規程を遵守しなければならない。 

４ 研究者等は研究活動上の不正行為を行ってはならず、また、他者による不正行為の防止 

に努めなければならない。 

５ 研究者等は、定期的に研究者倫理及び研究活動に係る法令等に関する研修又は科目等を 

受講しなければならない。 

６ 研究者等は、福祉の増進、平和で自由・平等な社会の発展を念頭においた研究活動を行 

わなければならない。 

７ 研究者等は、専門的活動の中で関わり合う人々の不利益やリスクを予見し回避するため 

 に細心の注意を払わなければならない。 

８ 研究者等は、自己の専門性を高め、絶えず自己研鑽に励まなければならない。 

９ 研究者等は、自己の専門的知識の限界を認識し、自己の専門性を超える問題について、 
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 研究協力者等の利益のために必要と考えられる場合には、適切な分野の他の専門家に相談 

 する。 

10 研究者等は、研究計画及び計画進捗状況等について常に点検を行い、分かりやすく明瞭 

に説明できるよう努めなければならない。 

（資料・情報・データ等の収集） 

第５条 研究者等は、科学的かつ一般的に妥当な方法、手段で、研究のための資料、情報、 

 データ等を収集しなければならない。 

２ 研究者等が、研究のために資料、情報、データ等を収集する場合は、その目的に適う必 

 要な範囲において収集するよう努めなければならない。 

（資料・情報・データ等の管理、開示） 

第６条 研究者等は、研究活動の正当性の証明手段を確保するとともに、第三者による検証 

可能性を担保するため、実験・観察記録ノート、実験データその他の研究資料等を一定期 

間適切に保存管理しなければならない。 

２ 研究者等は、第１項に規定する情報・データ等の開示の必要性及び相当性が認められる 

場合には、知的財産権等で制約される場合を除き、これを開示しなければならない。 

（インフォームド・コンセント） 

第７条 研究者等が、人の行動、思想信条、環境、心身等に関する個人の情報・データの提 

 供を受けて研究を行う場合は、提供者に対してその目的・収集方法について丁寧な説明を 

 行い、理解されたかどうかを確認した上で、提供者の明確な同意を得なければならない。 

２ 臨床実践研究に携わる者は、実践研究に先立って協力者に、援助内容・期間・目標・リ 

スク・対価・双方の責任と義務などについて十分な説明を行い、理解されたかどうかを確 

認した上で、同意を得なければならない。 

３ 例えば、子ども、障がいや疾患を有する人、外国人など、認知・言語上の問題や文化的 

背景の違いなどのために、通常の説明方法では援助に関する事前の説明の理解を得られる 

と判断できない人が協力者の場合には、理解を得るために種々の方法を試みるなど最善を 

尽くす必要がある。その努力にもかかわらず自由意思による判断が不可能と考えられる場 

合には、保護者や後見人などの代諾者に十分な説明を行い、代諾者から同意を得なければ 

ならない。 

（個人情報の保護） 

第８条 研究者等は、プライバシー保護の重要性に鑑み、研究のために収集した資料、情報、 

データ等で、個人を特定できるものは、これをほかに洩らしてはならない。 

（研究成果発表の基準） 

第９条 研究者等は、関係者の権利保護等の合理的な理由により公表に制約がある場合を除 

き、研究成果を社会に還元するため、公表しなければならない。 

２ 研究者等は、研究成果の発表に当たっては、先行研究を精査し尊重するとともに、他者 

の知的財産権を侵害してはならない。 

３ 研究成果発表における次の不正行為は、絶対にこれをしてはならない。 

（１）捏造（存在しないデータの作成） 

（２）改ざん（データの変造、偽造） 

（３）盗用（他人のデータ・アイディアや研究成果等を適切な引用無しで使用） 

４ 前項に関しては、「和洋女子大学における研究活動上の不正行為防止及び対応等に関する 

規程」に従う。 
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５ 研究成果の発表に当たっては、当該研究活動に実質的に関与し、研究内容・結果に責任 

を有する者を発表者とする。 

（研究費の取扱基準） 

第10条 研究者等は、本学で取扱うすべての研究費（以下、「研究費」という。）の源泉が、 

学生納付金、国・地方公共団体等からの補助金、寄付金等に由来することに常に留意し、 

研究費を適正に使用しなければならない。 

２ 前項に関しては、「和洋女子大学における研究活動上の不正行為防止及び対応等に関する 

規程」に従う。 

３ 研究者等は、研究費の使用に当たっては、法令、和洋学園経理規程、当該研究費の使用 

規程等を遵守しなければならない。 

４ 研究者等は、証憑書類等を適切に管理し、実績報告においては、研究遂行の真実を明瞭 

に記載しなければならない。 

（他者の研究評価） 

第11条 研究者等が審査委員等の委嘱を受けて他者の研究評価に関わるときは、評価基準、 

 審査要綱等に従い、自己の良心と信念に基づき評価しなければならない。 

２ 研究者等は、他者の研究評価に関わり知り得た情報を不正に利用してはならない。当該 

 研究に関する秘密は、これを保持しなければならない。 

（和洋女子大学の責務） 

第12条 本学は、研究者等の研究倫理意識の高揚及び研究不正を防止するため、必要な啓発 

及び倫理教育を実施する。 

２ 本学は、研究者等の研究倫理に反する行為に対しては適切な措置を講じるものとする。 

３ 本学は、研究に関して、不当又は不公正な扱いを受けた者からの苦情や相談等に対応す 

るものとする。 

４ 前３項の目的を達成するため、和洋女子大学研究倫理委員会を設置する。 

５ 和洋女子大学研究倫理委員会に関する事項は別に定める。 

６ 人を対象とする研究並びに動物実験、遺伝子組換え実験に関する事項は別に定める。 

（事務） 

第13条 この規程に関する事務は、研究支援課が行う。 

（規程の改廃） 

第14条 この規程の改廃は、和洋学園諸規程の管理規程の定めによる。 

 

附 則 

この規程は、平成２６年４月１日から制定施行する。 

なお、この規程の制定に伴い、「和洋女子大学研究活動に係る不正防止に関する指針」「公的研 

究費に係る事務処理手続きの指針」は廃止する。 

附 則 

この規程は、平成２７年４月１日から改正施行する。 

附 則 

この規程は、平成２８年４月１日から改正施行する。 

  附 則 

 この規程は、平成３０年４月１日から改正施行する。 


